
健康な歯肉

ご自身の口と見比べてみてね

定期的に歯科健診を受けると
自分自身の口の中の状態を知ることができ、
適切なアドバイスを受けられます。
歯垢が残っていたり、
歯肉が腫れたりしていませんか？
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かかりつけ歯科医で定期的に歯科健診を受ける

3つのメリット3つのメリット

健康医療推進課

口の管理を長期的にサポートしてもらえる口の管理を長期的にサポートしてもらえる

早期発見、早期治療早期発見、早期治療
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ごく初期のむし歯や自覚症状のない歯周病は自分では見つけにくいものです。
定期的な歯科健診でチェックしてもらいましょう。
むし歯も歯周病も自覚症状が出はじめたときには治療に時間がかかり、
経済的負担も増えてしまいます。

30歳以上の3人に2人が歯周病
H28　歯科疾患実態調査（厚生労働省）　

歯周病は気づかないうちに進行しやすい
病気で、歯が抜ける原因になります。
歯周病は糖尿病など全身疾患との
関連も報告されています。

1人あたりの医療費（医科・歯科　65歳・１年間）

定期的に歯科健診を受けている人は、そうでない人と比べて、
49歳以降で医療費が安くなり、
高齢になるほどその差が広がる傾向にあることが報告されて
います。

（トヨタ関連部品健康保険組合と豊田加茂歯科医師会による調査結果（2009年））
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「歯科医療に関する一般生活者意識調査2020」
出典：公益社団法人日本歯科医師会

15歳～79歳の男女
10,000人に聞く

歯医者は痛いときだけ・・・そんなあなたへ

口の健康の大切さを知ってほしい！

歯 があるとき 歯 がないとき

歯の健診や治療を
　「もっと早くからしておけば…」と約8割が後悔
★ついつい先延ばしにしがちな歯科治療。
20代でも7割が後悔。年齢とともに後悔
している人が増えています。

日本人の半数が歯の問題で日常生活に支障
★この1～2年に歯や口の問題（痛くなる、腫れる、
つめものが取れる、ものが挟まるなど）で半数が
日常生活に支障をきたした経験があり、60代で
最もトラブルを抱える人が増えています。
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もっと早くから歯の健診・治療をしておけばよかったと思うか？
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歯や口の問題で日常生活に支障があるか？
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検索堺市成人歯科検診
▼申込み方法等こちら


